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要 旨

ローマ字学習指導プログラムのチャートおよび清音，濁音，ヘボン式の ， ， ， ，拗音の

訓練シートを作成し， 症例に対して，ローマ字学習訓練を行った．結果，症例 では，全体で平均 ％の

習得率を示した．症例 では，全体で平均 ％の習得率を示した． 症例に共通してみられたことは，ヘボ

ン式の ， ， ， の書き取りで弁別訓練を行ったことであった． 症例の相違は，症例 では

症例 に比べ，音韻認識の強く関与するひらがな 音表の認識が弱かったため，弁別訓練，表記訓練を行う回

数が多いことであった．そのため，ローマ字学習では， 音表の音韻認識の重要性が示唆される結果となった．
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【はじめに】

年の小学校学習指導要領 ）において，国語で

学習するローマ字の初出は第 学年から第 学年の

事項へと変更された．その理由は，ローマ字表記が

添えられた案内板やパンフレットを見たり，コン

ピュータを使う機会が増えたりするなど，ローマ字

は児童の生活に身近なものになっているためとされ

ている．

ローマ字の学習時期が早くなった一方，小学校

年の事項であるひらがな学習に困難さをもつ児童の

報告も見受けられる．春原ら ）は、発達性読み書き

障害児に対し， 音表を活用したひらがな・カタカ

ナ書字訓練を報告している．また，若宮ら ）は，か

な単音の文字素 音素変換障害を調べる基礎研究と

して，読字困難児の単音かな読み能力を測定してい

る．ひらがなの獲得ができにくい場合，ひらがなを

アルファベットの子音と母音で表記するローマ字の

学習には困難さが予想されるが，ローマ字習得に問

題をもつ児童に対する訓練法はあまりみられない．

現在使用されているローマ字表の例を表 に示し

た．ひらがな 音表と比較するとローマ字表は，行

と段が 度左に回転した構造，大文字と小文字の表

記，異なった表記法（例 と ），ローマ字に該

当するひらがながふってあるなどの要件から，視覚

的に煩雑であることがうかがえる．ひらがな表のよ

うなシンプルな表記がされている場合でも学習に問

題をかかえる児童では，視覚的に複雑なローマ字表

での学習には困難さがうかがえる．

そこで本研究では，ローマ字学習に困難さを示す

児童に対して，指導プログラムの開発を行い，その

有効性について検討することを目的とした．

【方法】

ローマ字学習指導プログラムの作成

）ローマ字表

ひらがなで学習した音韻をそのまま使えるよう

に，音素の視覚的配置をひらがな 音と同じにした

シートを作成した．シートは、清音（表 ），濁音（表

），半濁音（表 ），ヘボン式表記の ， ，

， （表 ）であった．
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表 現在使用されているローマ字表の例

表 清音表

表 濁音表



）ローマ字学習指導プログラム

図 にローマ字学習指導プログラムのチャートを

示した．チャートは，奇数 と偶数 から構

成されている． までの奇数 では該当す

る音素の書字訓練をそれぞれ表 を用いて行

い，できない場合は，それぞれの音素をカードにし

て，弁別訓練を行った．偶数 ではそれぞれひ

とつ前の の確認テストとして単語の書き取り

を行い，できない場合はひとつ前の にもどり

書字訓練を再度行った．

では，ぎゃ，ぎゅ，ぎょ などの小さい ゃ

や、 いった，とった などの小さい っ の書字

訓練を行った．ぎゃ，ぎゅ，ぎょ などの小さい ゃ

を含む文字は 個あるため，ここでは表 のよ

うな特別なローマ字表は，視覚的に煩雑になるため

用いず， ぎゃ は ぎ（ ） と や（ ） で構

成できることを教示した． いった，とった など

の小さい っ は， い（ ） と た（ ） で

構成できることを教示した．

症例

）症例

男児．在胎週数 週，生下時体重 ．母体に

破水がみられ， 医科大学付属病院にて帝王切開．

同病院周産期センターにて骨密度低下を指摘され

た．その後， 歳時の 年間に渡って田中ビネー

の平均 の継次的停滞（ 程度）と不器用さから

医師より訓練オーダーがあった．

就学前，目と手の協調運動に弱さがみられ，横一
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表 半濁音表

表 ヘボン式の ， ， ， 表

図 ローマ字学習指導プログラムのチャート



列に並べた積み木を指差しながら数える際に数の呼

称と指差しがマッチしない状態であった．また，

桁同士の加法計算，ひらがな 音表の書字，文章の

逐次読みや単語のかきとりにも問題があった．訓練

の結果，ひらがな書字，数カウントができ，四則演

算もある程度可能になった．

学校でのローマ字学習終了後，ローマ字の確認を

行ったが，母音 文字の書字もできなかった．ロー

マ字訓練時以前にもっとも近い時期の検査は，

（ 知能診断検査）で，生活年齢 歳 ヵ月、

言語性 ，動作性 ，全 であった．訓

練は， 歳 ヵ月 歳 ヵ月まで， 回 分を計

回行った．

）症例

女児．在胎週数 週，生下時体重 ．

点にて経腔分娩で出生．低出生体重児．

日間の を受けた．高ビリルビン血症

に対して， 時間の光線療法を受け，その後，体重

で退院． ヵ月健診時，体重増加不良，運

動発達遅延を指摘され， ヵ月時に染色体検査の結

果， 症候群と診断された．小学校入学後か

ら言語聴覚療法を受けた．

訓練は， 歳 ヵ月 歳 ヵ月まで，月 回（

回 分）を計 回行い，保護者に家庭での復習を依

頼した．訓練開始時の学習状況は，計算では 桁同

士の足し算， 桁から 桁を引くひき算， 桁かけ

る 桁の掛け算， 桁割る 桁のわり算ができた．

国語では小学校 年生程度の簡単な読解であれば理

解していた．ローマ字訓練時以前にもっとも近い時

期の検査は，田中ビネーで，生活年齢 歳 ヵ月，

発達年齢 歳 ヵ月， であった．

【結果】

訓練結果

）症例

表 に症例の ごとの訓練状況を示した．

， は通過したが， ではローマ字

あ段の子音の弁別訓練が必要であった．

は通過したが， の ， ， ，

では弁別訓練が必要で，また， では

に戻って学習する状態であった． では表記

訓練が必要で， では へもどる必要が

あった．

全ての が終了した時点で，清音，濁音，ヘ

ボン式の ， ， ， ，拗音をそれぞ

れ含んだ単語の書き取りテストを異なる内容で 回

実施した．その結果，清音は平均 ％，濁音は

％， ， ， ， は平均 ％，

拗音は平均 ％，全体では平均 ％の習得率を

示した（表 ）．
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表 症例の ごとの訓練状況

内 容 症例 症例

書字

書き取り

書字 弁別訓練

書き取り

書字

書き取り（清音含む）

書字

書き取り（清音，濁音含む）

， ， ， 書字 弁別訓練 弁別訓練

， ， ， 書き取
り（清音，濁音，半濁音含む）

へ へ

小さい ゃ，ゅ，ょ，っ
文字の書字

表記訓練

小さい ゃ，ゅ，ょ，っ
文字の書き取り

へ
再試

表 症例 の書き取りテストの結果

内 容 回目 回目 平 均

清音

濁音

， ， ，

拗音

計



）症例

は通過したが， の ， ，

， では弁別訓練が必要で，また，

では に戻って学習する状態であった．

， は通過した．

全ての が終了した時点で，清音，濁音，ヘ

ボン式の ， ， ， ，拗音をそれぞ

れ含んだ単語の書き取りテストを異なる内容で 回

実施した．その結果，清音は平均 ％，濁音は

％， ， ， ， は平均 ％，

拗音は平均 ％，全体では平均 ％の習得率を

示した（表 ）．

【考察】

ごとの訓練状況で，症例 ， に共通して

みられたことは，ヘボン式の ， ， ，

の書字訓練（ ）で弁別訓練を行ったこ

とであった．これは清音が機械的に子音と母音を組

み合わせて覚えればよかったことにと比べ，それぞ

れの音の構成文字が違っていたため，習得に時間が

かかったと思われた．また， 症例とも，清音，濁

音，ヘボン式の ， ， ， ，拗音の

順に習得率が低下していた．これは，ローマ字学習

での難易度を表していると考えられ，本研究で作成

したローマ字学習チャートの学習順序を肯定できる

結果と考えられた．

症例 ， の相違は，症例 では， で弁

別訓練， で表記訓練を行ったことであった．

症例 は，小学校入学後ひらがな 音の獲得が若干

遅れており、ひらがな 音表での音韻認識が弱かっ

たことが原因と思われ，ひらがな 音表の認識訓練

の重要性が示唆された．
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表 症例 の書き取りテストの結果

内 容 回目 回目 平 均

清音

濁音

， ， ，

拗音

計




